
【
資
料
紹
介
】

梅
々
園
英
千
編
『
烏
帽
子
親
』

 

伊　

藤　

善　

隆

　
（
立
正
大
学
）

摘
　
　
要

出
雲
・
伯
耆
の
八
千
坊
系
の
俳
人
た
ち
に
よ
る
句
合
の
高
点
句
集
『
烏
帽
子
親
』（
天
明
六
年〈
一
七
八
六
〉序
刊
。
個
人
蔵
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
俳
諧
、
八
千
坊
夷
白
、『
烏
帽
子
親
』、
梅
々
園
英
千
、
瑞
光
山
清
水
寺

は
じ
め
に

　

梅
々
園
英
千
編
『
烏
帽
子
親
』（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
序
刊
。
個
人
蔵
）

は
、
出
雲
・
伯
耆
の
八
千
坊
系
の
俳
人
た
ち
が
企
画
し
た
句
合
の
高
点
句
集
で
あ

る
。
本
書
に
は
八
千
坊
夷
白
が
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
巻
末
の
「
願
主
連
名
」「
発

起
連
中
」「
集
校
」「
輔
助
」
に
名
前
を
連
ね
る
二
十
五
名
の
俳
人
た
ち
は
、
い
ず

れ
も
出
雲
・
伯
耆
の
俳
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
中
に
記
さ
れ
た
所
付
け

（
俳
号
の
肩
書
き
）
に
よ
れ
ば
、
雲
州
井
尻
の
俳
人
が
七
名
、
母
里
が
六
名
、
安

来
が
三
名
、
久
伯
・
小
竹
・
大
塚
・
松
江
が
各
一
名
、
伯
州
米
子
・
榎
大
谷
・
小

原
・
柏
尾
・
夜
見
の
俳
人
が
各
一
名
で
あ
る
。

　

梅
々
園
英
千
の
跋
文
に
は
、「
遠
き
国
〻
近
き
わ
た
り
の
雪
月
花
鳥
唫
詠
を
勧

進
し
て
、
予
に
贏
輪
を
訂
さ
せ
」
と
あ
る
。「
贏
輪
」
と
は
勝
負
の
意
で
あ
る
か

ら
、
判
者
は
英
千
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

　

英
千
の
経
歴
等
は
未
詳
だ
が
、
八
千
坊
夷
白
が
刊
行
し
た
天
明
七
年
の
歳
旦
集

『
正
朔
吟
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
令
和
7
年
9
月
24
日
閲
覧
）
に
は
、
井
尻
の
肩
書
き
で
入
集
す
る
。
同

書
に
は
、「
雲
州
松
江
井
尻
両
社
中
」
と
い
う
口
絵
入
り
の
見
出
し
が
立
て
ら
れ
、

続
く
三
丁
分
に
松
江
・
母
里
・
井
尻
の
俳
人
た
ち
の
句
が
載
る
箇
所
が
あ
る
。
そ

こ
に
「
梅
々
社
中　

仝
母
里
」
と
示
し
て
冬
英
・
春
瓜
（
本
書
に
も
入
集
）
の
句

が
載
る
か
ら
、
母
里
の
俳
人
も
英
千
の
社
中
で
あ
っ
た
と
判
る
。
英
千
は
井
尻
・

母
里
（
ど
ち
ら
も
現
島
根
県
安
来
市
伯
太
町
）
に
お
け
る
八
千
坊
系
の
指
導
者
的

俳
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
書
に
は
、
他
に
も
本
書
入
集
の
俳
人
た
ち
が

複
数
入
集
し
て
お
り
、
本
書
が
八
千
坊
系
の
俳
人
た
ち
に
よ
る
企
画
だ
っ
た
こ
と

四
七

山
陰
研
究
（
第
十
八
号
）
二
〇
二
六
年
三
月
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を
裏
付
け
る
。

　

凡
例
と
跋
文
の
記
述
か
ら
は
、
こ
の
催
し
の
高
点
句
の
額
面
を
安
来
の
瑞
光
山

清
水
寺
に
奉
納
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
額
面
外
の
高
点
句
も
含
め
て
本
書
を
刊
行
し

た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
同
様
に
瑞
光
山
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
た
句
合
と
し
て
、

『
弥や

く

も

た

つ

久
母
太
都
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉
四
月
序
刊
。
石
川
県
立
図
書
館
月
明

文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
同
書
は
、
芙
蓉
亭
河
梁
（
本
書
に
も
「
雲
刕
大
塚

河
梁
」
と
し
て

一
句
入
集
）
の
追
善
と
し
て
催
さ
れ
た
句
合
で
、
判
者
は
八
千
坊
が
務
め
て
い
る
。

　

本
誌
14
号
で
は
『
ひ
の
川
集
』（
橡
実
庵
一
枝
編
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

刊
）
を
、
本
誌
15
号
で
は
『
翁
く
さ
集
』（
橡
実
庵
一
枝
編
、
安
政
七
年
刊
）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
八
千
房
系
俳
人
の
活
動
を
示
す
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
。
本
書
も
、
同

様
に
中
国
地
方
、
と
く
に
山
陰
地
域
に
お
け
る
八
千
坊
系
の
俳
人
の
活
動
を
示
す

も
の
と
し
て
翻
刻
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
本
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
に
未
登
録
（
令
和
7
年
9
月
24
日
閲
覧
）
の
資
料
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉

　
　

書
型
…
… 

刊
本
。
半
紙
本
一
冊
（
縦
二
二
、八
㎝
×
横
一
六
、〇
㎝
）。
楮
紙
。

袋
綴
じ
。
原
装
。

　
　

表
紙
…
…
渋
引
き
原
表
紙
。

　
　

題
簽
…
… 

原
題
簽
（
た
だ
し
、
下
部
は
剥
落
）。
左
肩
双
辺
（
子
持
ち
枠
）。

「
烏
帽
子
親
（
剥
落
）」。

　
　

序
文
…
…
「
天
明
六
冬
黄
鐘
日
／
浪
華

八
千
坊
」。

　
　

版
式
…
… 

無
辺
無
界
。
毎
半
葉
九
行
（
序
）、
毎
半
葉
一
〇
行
（
凡
例
・
本

文
）、
毎
半
葉
八
行
（
跋
）。

　
　

字
高
…
…
一
四
、四
㎝
（「
序
一
」
オ
一
行
目
「
空
を
〜
獣
蹄
」
を
計
測
）。

　
　

跋
文
…
…
「
天
明
丙
午

と
し
冬
霜
月
／
梅
〻
園
英
千
」。

　
　

刊
記
…
…
「
浪
華
書
林　
北
久
大
郎
町
心
斎
橋　

丹
波
屋
傳
兵
衛
」。

　
　

丁
付
…
…
柱
に
「
▲
序
一
（
〜
二
）」・「
▲
一
（
〜
二
十
六
）」。

　
　

丁
数
…
…
全
二
八
丁
。

　
　

備
考
…
… 

「
三
」
ウ
一
行
目
「
嵐
水
」
の
肩
書
き
「
雲
州
井
尻
」
は
墨
書
。

「
十
六
」
ウ
七
行
目
「
靏
子
」
の
雨
冠
よ
り
下
の
部
分
は
、
刷
り

が
不
鮮
明
な
た
め
墨
書
で
補
わ
れ
て
い
る
。「
二
十
四
」
オ
八
行

目
、
同
ウ
一
行
目
の
「
詠
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
諾
」
と
刷
ら
れ
た

も
の
を
朱
筆
で
見
消
チ
に
し
、「
詠
」
と
訂
正
す
る
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
、
濁
点
を
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。

　

原
本
に
濁
点
の
あ
る
も
の
は
、
脇
に
「（
濁
マ
マ
）」
と
注
記
し
た
。
な
お
組
み

版
の
都
合
で
注
記
し
て
い
な
い
が
、｢

二
十
二
」
オ
一
〇
行
目
「
治ダ

遊テ

」
の
フ
リ

ガ
ナ
「
ダ
」
も
原
本
の
濁
点
で
あ
る
。

　

異
体
字
等
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
」
を
つ
け
、（　

）
内
に
そ

の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
参
考
図
版
を
末
尾
に
示
し
た
。

　

難
読
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

　

本
文
中
に
、
今
日
の
人
権
擁
護
の
見
地
に
照
ら
し
て
不
適
当
と
思
わ
れ
る
語
句

が
あ
る
が
、
本
書
刊
行
時
の
歴
史
的
状
況
を
考
慮
し
、
底
本
ど
お
り
と
し
た
。

　〈
翻
刻
〉

　
　
　

烏
帽
子
親　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
表
紙･

題
簽
）

四
八

梅
々
園
英
千
編
『
烏
帽
子
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伊
藤
善
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」（
見
返
し
）

空
を
か
け
る
鳥
の
翅
生
ひ
、
岡
を
わ
し
る
獣
蹄
、
ま
た
く
水

に
住
る
い
を
の
鰭
を
う
ご
か
し
、
お
の
が
さ
ま
〴
〵
に
遊

ぶ
。
誹
諧
又
し
か
り
。
さ
れ
ば
、
八
雲
た
つ
御
垣
の
本
の
梅

の
園
、
万
葉
集
の
歌
の
数
に
ひ
と
し
き
わ
ざ
ご
と
歌
を
、
右

に
ひ
ら
き
左
り
に
納
て
撰
し
、
彼
是
百
ふ
た
つ
ば
か
り
円
通

の
宝
場
に
捧
ぐ
。
さ
れ
ど
、
今
言
葉
の
は
な
〴
〵
し
う
実
あ

る
の
詠
、
都
て
三
百
亦
も
ゝ
あ
ま
り
な
ん
。
も
ろ
人
の
玉

枝
」（｢

序
一
」
オ
）
帯
花
、
な
を
其
編
に
せ
む
も
、
な
が
め

な
き
抔
、
傍
人
の
せ
ち
に
い
え
る
も
捨
が
た
く
、
梓
に
う
つ

す
と
や
。
恵
み
た
ま
え
、
あ
は
れ
み
た
ま
え
。
か
く
れ
た
る

信
あ
れ
ば
顕
る
威
あ
る
も
の
風
や
と
、
や
が
て
題
し
て
烏
帽

子
親
。

　
　

天
明
六
冬
黄
鐘
日　
　
　
浪
華

八
千
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
夷
﹈（
陽
刻
）﹇
白
﹈（
陰
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（｢
序
一
」
ウ
）

　

奉
納
雲
陽
瑞
光
山
清
水
寺
大
悲
閣

　
　
　
　

凡
例

　

一 

、
集
る
処
の
発
句
四
千
弐
百
有
余
唫
、
元
亨
利
貞
と
分
ち

て
四
巻
と
な
す
。
懐
紙
は
其
巻
〻
の
上
座
へ
進
之
。

　

一 

、
惣
四
巻
の
内
、
高
判
の
句
四
百
四
拾
九
吟
、
此
内
に
て

尤
高
判
の
吟
二
百
章
を
挙
て
額
面
と
な
す
。

　

一 

、
点
数
巻
頭
百
三
十
点
、
二
三
軸
百
点
、
四
よ
り
十
ま
で

八
十
五
点
、
十
一
よ
り
二
十
迄
七
十
五
点
、
廿
一
よ
り

四
拾
迄
七
十
点
、
四
十
一
よ
り
七
十
ま
で
六
十
七
点
、

七
十
一
よ
り
百
迄
六
十
点
、
百
一
ゟ
百
三
十
ま
で
五
十

点
、
百
三
十
一
よ
り
百
六
十
ま
で
四
十
七
点
、」（｢

序
二
」

オ
）
百
六
十
一
よ
り
百
九
十
九
ま
で
四
十
（
マ
マ
）

点
、
額
面

の
外
は
あ
な
が
ち
甲
乙
を
論
ぜ
ず
。
都
而
三
十
五
点
な

り
。

　

一 

、
○元

□亨

△利

貞

此
印
シ

は
額
面
の
内
に
て
、
其
巻
〳
〵
の
上

座
の
句
を
知
ら
し
む
る
た
め
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（｢

序
二
」
ウ
）

　
巻
頭

鮠
一
ッ
う
は
気
初
め
や
岸
の
梅　
　
　
　
　
　
備
中
松
山

樹
南
斎

　
　

月
や
あ
ら
ぬ
心
鵜
舟
の
遠
篝　
　
　
　
　

 

△  伯
州
米
子

珵
〻

　
　

漕
入
る
や
花
は
若
葉
の
嶋
が
く
れ　
　
　
　
　
　

仝

　
　

朝
霜
や
重
き
が
上
の
思
ひ
な
る　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　

目
は
尻
へ
逃
ゲ

て
雲
間
の
田
植
哉　
　
　
雲
刕
井
尻
医
少
年

英
二

　
　

降
に
け
り
霜
の
深
艸
九
十
九
髪　
　
　
　
　
伯
刕
黒
坂

蝸
脱

　
　

寒
き
日
や
根
を
下
ロ

し
た
る
桔
槹　
　
　
　

 

雲
刕
母
里

雨
夕

　
　

厂
金
や
凡
百
余
の
夕
気
立　
　
　
　
　
　
　

 

同
松
江

揚
鳥

　
　

夕
立
の
分
雷
や
車
井
戸　
　
　
　
　
　
　

 

□　

 

蝸
脱

　
　

師
を
慕
ふ
意
味
あ
り
峰
の
花
曇　
　
　
　
　
雲
刕
母
里

里
各　

」（｢

一
」
オ
）

　
　

名
月
や
今
宵
野
守
歟
舟
心　
　
　
　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

爐
開
や
炎
箸
に
狭
む
蛬　
　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
大
塚

仙
菓

　
　

老
て
待
ツ

恋
は
若
葉
の
初
音
哉　
　
　
　
　

○　

 

蝸
脱

　
　

葛
水
は
恨
の
謎
や
後
の
朝　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
安
来

帰
帆

　
　

雉
子
鳴
や
谺
の
邪
む
不
動
坂　
　
　
　
　
　

 

仝
井
尻

春
潮

　
　

莚
織
る
後
ロ

直
リ

や
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

揚
鳥

　
　

行
春
の
窪
み
や
奈
良
の
晒
し
臼　
　
　
　
　
仝
宇
賀
庄

舎
風

四
九

梅
々
園
英
千
編
『
烏
帽
子
親
』（
伊
藤
善
隆
）

－ 124 －



　
　

思
ひ
切
て
撞
罪
白
し
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　

 

仝
井
尻

的
羊

　
　

面
陰
の
山
に
魚
鳴
く
月
夜
哉　
　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

柳
蛙

　
　

識
の
腰
か
け
客
や
冬
の
蝶　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
母
里

冬
英　

」（｢

一
」
ウ
）

　
　

夜
嵐
の
ふ
く
れ
て
見
せ
る
蚊
帳
哉　
　
　
　
雲
刕
松
江

芦
笛

　
　

泉
水
の
初
汐
時
や
楳
の
華　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

次
ギ

の
間
は
臥
猪
の
床
か
泊
リ

山　
　
　
　
　
石
刕
福
光

隄
江

　
　

有
限
リ

の
寺
の
並
ビ

し
落
葉
哉　
　
　
　
　
　
雲
刕
安
来

兔
角

　
　

花
と
月
の
中
ぞ
無
仏
の
若
葉
闇　
　
　
　
　
備
中
松
山

嵐
岳

　
　

撫
子
や
男
結
び
の
二
本
橋　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

和
風

　
　

誰
肌
の
問
ず
語
り
や
蝿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

珵
〻

　
　

西
山
や
水
へ
突
出
す
夏
柳　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
安
田

里
英

　
　

初
霜
や
手
よ
り
溢
る
ゝ
小
桃
燈　
　
　
　
　

 
仝
松
江

孤
柳

　
　

穐
の
鵜
の
心
憎
さ
よ
貴
船
川　
　
　
　
　
　
　
　

珵
　々

」（｢

二
」
オ
）

　
　

至
善
の
地
歟
森
陰
の
簟　
　
　
　
　
　
　
　
雲
州
荒
島

碩
鼠

　
　

罔
両
や
相
手
欲
し
が
る
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

五
月
雨
や
薄
を
仮
リ

の
み
る
め
と
も　
　
　
　
　

 

珵
〻

　
　

残
る
暑
に
要
抜
れ
し
扇
哉　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

度
翠

　
　

片
わ
れ
は
淵
に
は
ま
り
つ
八
日
月　
　
　
　

 

仝
本
庄

本
風

　
　

百
菊
や
誰
歟
通
ひ
路
捨
車　
　
　
　
　
　
　
　
　

揚
鳥

　
　

鵲
や
明
な
ば
是
も
佐
野
の
橋　
　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

夕
顔
や
酢
も
隣
か
ら
借
世
帯　
　
　
　
　

 

伯
刕
榎
大
谷

湖
眼

　
　

雨
に
待
ツ

心
競
や
合
歓
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

 

珵
々

　
　

昼
顔
や
人
は
扇
の
片
庇　
　
　
　
　
　
　

 

伯
刕
馬
佐
良

蘭
梁　

」（｢

二
」
ウ
）

　
　

吹
や
落
葉
夫
レ

に
も
濡
る
ゝ
机　
　
　
　
　
　
　

 

珵
〻

　
　

暑
き
日
を
う
ら
み
て
葛
の
雪
解
哉　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

蛍
か
な
け
ぶ
り
の
た
ゝ
ぬ
御
垣
守　
　
　
　
　
　

仝

　
　

梦
寝
覚
ち
ぎ
れ
〳
〵
や
遠
碪　
　
　
　
　
　
雲
州
母
里

春
瓜

　
　

実
に
も
こ
の
朧
や
月
の
華
曇　
　
　
　
　
　
　
　

雨
夕

　
　

手
に
障
る
物
を
枕
や
秋
の
夕
レ　
　
　
　
　
　
　

 

冬
英

　
　

日
最
中
の
思
わ
ず
凄
き
夏
野
哉　
　
　
　
　
雲
刕
安
来

其
垣

　
　

凉
し
さ
や
松
の
上
行
月
の
船　
　
　
　
　
　

 

仝
今
津

如
舟

　
　

汐
待
の
後
の
寐
覚
や
浦
鵆　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
湖

　
　

青
柳
や
懺
悔
の
明
の
花
心　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
大
塚

河
梁　

」（｢

三
」
オ
）

　
　

蒟
蒻
に
佳
な
る
味
あ
り
朧
月　
　
　
　
　
　
雲
刕
井
尻

嵐
水

　
　

稲
妻
や
鳴
戸
は
な
る
ゝ
う
か
れ
舟　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

報
ひ
あ
る
世
や
関
守
の
枯
芙
蓉　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

森
の
灯
を
五
月
の
豊
の
明
り
哉　
　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

朝
顔
や
必
隣
リ

刀
鍛
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

仝

　
　

露
更
ぬ
而
𬼀
笛
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

け
ふ
の
み
ぞ
哀
さ
せ
も
が
露
の
花　
　
　
　
　
　

珵
〻

　
　

燈
す
な
と
夕
紅
や
葉
鶏
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
夕

　
　

夕
顔
や
絵
師
の
惚
レ

た
る
藁
庇　
　
　
　
　

 

雲
刕
井
尻

委
白

　
　

葱
や
神
代
の
侭
の
柱
立　
　
　
　
　
　
　
　

 

仝
松
江

清
仙　

」（｢

三
」
ウ
）

　
　

絵
襖
に
蝶
の
箔
置
く
野
寺
哉　
　
　
　
　
　

 

仝
宇
浪

里
夕

　
　

凉
し
さ
の
魂
は
帆
に
あ
り
峯
の
月　
　
　
　
伯
刕
柏
尾

石
羊

　
　

綿
取
や
腰
の
す
度
の
夕
間
暮　
　
　
　
　
　
雲
刕
赤
崎

五
十
野

　
　

春
日
の
の
む
か
し
男
や
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

寺
跡
の
謎
〻
か
け
よ
郭
公　
　
　
　
　
　
　

 

仝
松
江

紅
羅

　
　

名
月
や
松
を
世
界
の
鉢
の
物　
　
　
　
　
　
　
　

兔
角

　
　

時
雨
や
音
に
三
ッ
あ
り
志
賀
の
浦　
　
　

 

仝
井
尻
盲
人

青
風

五
〇
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淋
し
さ
の
捨
処
な
り
筥
紅
葉　
　
　
　
　
　
伯
刕
大
袋

安
水

　
　

川
上
へ
風
の
流
る
ゝ
枯
野
哉　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

夕
風
や
波
の
由
良
の
戸
星
の
舟　
　
　
　
　
　
　

珵
　々

」（｢

四
」
オ
）

　
　

山
門
に
入
れ
ば
酒
の
香
初
時
雨　
　
　
　
　
雲
刕
井
尻

籟
亀

　
　

吸
壳
の
煙
ゆ
が
ま
ぬ
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

夜
学
の
燈
ゆ
り
直
し
た
る
時
雨
哉　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

落
兼
る
日
は
枝
に
あ
り
山
紅
葉　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

落
栗
や
数
の
算
る
ゝ
板
庇　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

籾
臼
の
廻
る
向
や
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

揚
鳥

　
　

放
家
の
燈
も
曽
野
原
や
露
の
影　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

橋
音
の
絶
て
盛
り
や
三
ッ
の
花　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

金
枝

　
　

蚊
遣
火
や
月
を
汚
せ
し
片
在
所　
　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

木
が
ら
し
や
一
の
行
場
の
岩
に
猿　
　
　
　
　

 
宇

里
夕　

」（｢

四
」
ウ
）

　
　

渡
し
呼
ぶ
女
小
凄
き
枯
野
か
な　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

蓮
咲
や
尼
歟
寝
顔
の
見
苦
し
さ　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

吹
そ
ら
し
木
〻
よ
り
高
き
落
葉
哉　
　
　
　
　
　

度
翠

　
　

牛
飼
の
枕
言
葉
や
春
の
艸　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
母
里

漁
陽

　
　

卯
の
花
や
求
メ

て
も
能
キ

闇
の
疵　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

海
へ
出
て
声
の
替
り
し
野
分
哉　
　
　
　
　
　
　

里
英

　
　

反
橋
の
反
を
か
く
す
や
五
月
雨　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

御
鬮
乞
ふ
手
に
力
無
キ

落
葉
か
な　
　
　
　
　
　

 

兔
角

　
　

川
跡
の
音
な
き
波
や
蓼
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

湖
眼

　
　

陽
炎
や
雲
の
波
間
の
根
な
し
艸　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱　

」（｢

五
」
オ
）

　
　

凩
の
欲
や
は
な
れ
ぬ
竹
の
青　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

う
そ
寒
う
な
つ
て
裸
の
柳
哉　
　
　
　
　
　
　
　

柳
蛙

　
　

日
を
盗
む
物
見
の
松
の
時
雨
か
な　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

疑ウ
タ
ガひ
し
𩬆
に
罪
な
し
夜
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　

石
羊

　
　

柄
に
手
を
組
む
薄
暮
や
鴫
の
声　
　
　
　
　
　
　

揚
鳥

　
　

鹿
鳴
や
つ
く
〴
〵
旅
の
薄
衣　
　
　
　
　

 

雲
刕
安
田
女

寿
和

　
　

漕
出
し
て
見
て
も
外
な
き
暑
幾　
　
　
　
　

 

仝
井
尻

楓
里

　
　

地
か
ら
夜
の
明
る
里
あ
り
蕎
麦
花　
　
　
　
伯
刕
米
子

一
枝

　
　

凉
し
さ
や
乳
房
含
メ

て
庭
の
月　
　
　
　
　
　
　

 

兔
角

　
　

快
き
峯
の
渚
や
厚
が
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

籟
亀　

」（｢

五
」
ウ
）

　
　

鳶
の
巣
の
飽
ま
で
古
し
初
桜　
　
　
　
　
　
　
　

樹
南
斎

　
　

爐
開
や
琴
を
洩
た
る
松
の
風　
　
　
　
　
　
雲
刕
大
塚

五
雲

　
　

吹
た
び
に
己
が
根
を
掃
く
柳
哉　
　
　
　
　

 

仝
井
尻

里
秀

　
　

た
ま
〳
〵
は
鵜
も
来
る
池
や
牡
若　
　
　
　
　
江
戸

里
暁

　
　

旭
に
向
ふ
迄
の
つ
と
め
や
雪
女　
　
　
　
　
雲
刕
久
伯

其
英

　
　

五
月
雨
や
枕
探
れ
ば
飛
ぶ
蛙　
　
　
　
　
　
　

 

宇

里
夕

　
　

長
生
キ

も
恥
に
は
な
ら
ぬ
氷
室
哉　
　
　
　

 

雲
刕
久
伯

峩
水

　
　

葉
の
意
地
を
花
の
宥
る
薊
哉　
　
　
　
　
　

 

仝
安
田

魚
文

　
　

奈
良
へ
行
人
は
苦
も
な
き
時
雨
哉　
　
　
　
伯
刕
小
原

画
山

　
　

蕣
や
手
よ
り
も
白
む
帋
捨
ひ　
　
　
　
　
　
　

 

宇

里
夕　

」（｢

六
」
オ
）

　
　

夕
㒵
や
背
に
星
移
る
洗
ひ
牛　
　
　
　
　
　
　

 

宇

里
夕

　
　

梅
咲
や
炎
縄
借
合
ふ
竹
輿
隣　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

ま
だ
（
濁
マ
マ
）寒
し
一
重
椿
の
朝
日
影　
　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

花
暁

　
　

葛
堀
リ

の
ほ
り
出
す
春
や
初
桜　
　
　
　
　
　
　

 

里
英

　
　

取
わ
か
ぬ
雲
の
行
衛
や
崩
魚
梁　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

盲
目
の
指
す
方
や
薮
の
梅　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
小
竹

金
蟻

　
　

水
晶
の
種
と
答
よ
今
朝
の
露　
　
　
　
　
　

 

仝
松
江

聞
柳

五
一
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雉
鳴
や
見
上
る
岩
の
恐
し
き　
　
　
　
　

 

伯
刕
榎
大
谷

井
蛙

　
　

名
月
や
曇
は
海
の
舟
筏　
　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
安
来

深
艸

　
　

昼
顔
や
笠
へ
か
く
る
ゝ
影
法
師　
　
　
　
　
　
　

魚
文　

」（｢

六
」
ウ
）

　
　

我
影
を
抱
籠
に
川
の
凉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

款
冬
や
名
歌
の
残
る
水
の
味　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

芦
淮

　
　

稲
妻
や
二
度
に
教
へ
し
道
し
る
べ
（
濁
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　

峩
水

　
　

宇
治
川
や
五
月
の
闇
は
闇
の
空　
　
　
　
　

 

仝
赤
崎

松
風

　
　

偸
ミ

折
る
罪
に
雅
も
あ
り
垣
の
梅 　
　
　
　
　
　

漁
陽

　
　

首
ビ

だ
け
は
は
ま
る
心
の
雪
見
か
な 　
　
　
　
　

其
垣

　
　

石
山
も
た
ゝ
め
ば
軽
き
扇
か
な　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

孝
烏

　
　

枯
果
る
艸
の
紲
や
石
蕗
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

凩
や
嘶
高
き
生
駒
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

知
友

　
　

水
底
の
海
士
も
浮
ぶ
や
雉
子
の
声　
　
　
　
伯
刕
米
子

籟
之　

」（｢

七
」
オ
）

　
　

寒
菊
や
九
寸
五
分
に
も
名
イ

の
物 　
　
　
　
　
　

碩
鼠

　
　

片
足
の
踏
皮
の
行
衛
や
薮
の
梅　
　
　
　
　
備
中
松
山

隹
光

　
　

隠
家
の
夢
の
余
リ

歟
合
歓
の
花　
　
　
　
　
　
　

 

委
白

　
　

稲
妻
や
無
事
で
戻
り
し
渡
し
舟　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

入
相
に
昇
る
日
も
あ
り
蔦
紅
葉　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

寿
歩

　
　

薮
入
や
髩
に
障
り
し
藁
庇　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

鹿
鳴
や
物
う
き
須
广
の
浪
の
音　
　
　
　
　
雲
刕
荒
嶋

芦
笛

　
　

夕
顔
や
拙
く
咄
す
在
処
口　
　
　
　
　
　
　

 

仝
母
里

簾
雨

　
　

夜
は
森
の
陰
に
か
く
る
ゝ
月
見
哉　
　
　
　
　
　

嵐
岳

　
　

旭
に
月
を
預
ケ

て
戻
る
凉
か
な　
　
　
　
　

 

伯
刕
夜
見

青
蛙　

」（｢

七
」
ウ
）

　
　

塩
釡
や
自
ら
ぬ
る
む
潦　
　
　
　
　
　
　
　
備
中
松
山

後
瀬
庵

　
　

左
迁
の
哀
触
行
千
鳥
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峩
水

　
　

白
川
も
名
斗
り
白
し
五
月
闇　
　
　
　
　
　
雲
刕
安
田

里
夕

　
　

夢
飛
ん
で
跡
の
し
ら
波
遠
碪　
　
　
　
　
　
備
中
松
山

歌
友

　
　

松
に
来
て
染
ぬ
時
雨
の
思
ひ
か
な　
　
　
　
伯
刕
米
子

春
紫

　
　

夕
顔
や
囉
ひ
乳
程
の
露
の
恩　
　
　
　
　
　
　
　

隄
江

　
　

文
字
消
へ
し
下
馬
の
辺
リ

や
梅
の
花　
　
　
　
　

 

簾
雨

　
　

昇
る
日
は
櫃
の
玉
な
り
八
重
霞　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

卯
の
花
や
黄
昏
レ

遅
き
尼
が
窓　
　
　
　
　
　
　

 

仙
菓

　
　

古
池
を
野
の
黛
や
夜
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

籟
亀　

」（｢

八
」
オ
）

　
　

鴛
鴦
も
来
て
く
ら
ぶ
（
濁
マ
マ
）べ
き
花
野
哉　
　
　
　
　
　

籟
之

　
　

日
の
結
ぶ
水
幼
な
し
岩
の
霜　
　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

踏
足
の
音
を
明
り
や
し
五
月
闇　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

日
面
の
垣
に
夢
あ
り
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　

楓
里

　
　

花
を
産
む
山
や
霞
の
岩
田
帯　
　
　
　
　
　
　
　

仙
菓

　
　

浦
漕
や
む
か
し
も
斯
る
霧
の
朝　
　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

飛
ん
で
火
に
入
ル

魚
も
あ
り
岸
紅
葉　
　
　
　
　

 

楓
里

　
　

早
稲
の
香
を
誰
が
知
ら
せ
て
や
渡
リ

鳥　
　

 

雲
刕
井
尻

印
水

　
　

忘
ら
れ
ぬ
夜
や
山
鳥
の
肌
寒
み　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

家
有
と
見
へ
て
坂
あ
り
岩
つ
ゝ
じ　
　
　
　
　
　

五
雲　

」（｢

八
」
ウ
）

　
　

解
る
な
ら
薬
の
水
ぞ
花
の
雪　
　
　
　
　
　
雲
刕
宍
道

寄
盛

　
　

手
み
や
げ
の
軽
き
を
誉
る
蛍
哉　
　
　
　
　
　

 

荒

芦
笛

　
　

暑
哉
誰
が
寝
婆
も
捨
筏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

日
の
責
メ

を
の
が
れ
て
怒
る
眼
皮
哉　
　
　
　
　

 

漁
陽

　
　

痩
な
が
ら
膽
は
逞
し
番
椒　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

春
波

　
　

子
を
持
ぬ
気
侭
ぐ
ら
し
や
黄
鶏
頭　
　
　
　

 

仝
母
里

蚊
子

　
　

市
舟
の
戻
リ

際
よ
し
後
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
宇

里
夕

五
二

梅
々
園
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編
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日
を
追
ふ
て
我
影
暗
き
雲
雀
哉　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

蝶
〻
の
土
に
喰
入
る
菫
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

井
蛙

　
　

垣
も
脱
ギ

か
へ
て
卯
の
花
衣
哉　
　
　
　
　
　
　

 

金
蟻　

」（｢

九
」
オ
）

　
　

薮
陰
の
私
星
や
枇
杷
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

五
月
雨
や
寝
ほ
れ
顔
出
る
笘
の
間　
　
　
　

 

伯
刕
境

漁
友

　
　

下
艸
は
露
に
乏
し
き
ば
せ
を
哉　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

一
寸
の
艸
に
も
五
歩
の
花
野
哉　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

蝉
鳴
や
し
下
タ

行
水
の
煮
る
音　
　
　
　
　
　
　

 

金
蟻

　
　

春
雨
や
隣
の
欠
ビ

借
居
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

漁
陽

　
　

我
家
を
翌
ス

の
花
見
の
旅
寝
哉　
　
　
　
　

 

雲
刕
安
来

風
吟

　
　

風
呂
も
な
き
宿
事
足
り
ぬ
時
鳥　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

淋
し
さ
の
底
を
た
ゝ
く
や
椎
の
雨　
　
　
　
　
　

深
艸

　
　

己
が
身
の
伊
達
に
狩
ら
る
ゝ
蛍
哉　
　
　
　
　
　

嵐
水　

」（｢

九
」
ウ
）

　
　

篠
原
や
墨
に
も
染
メ

ず
枯
尾
花　
　
　
　
　
　
　

 
聞
柳

　
　

世
の
さ
ま
は
松
に
残
り
て
枯
野
哉　
　
　
　
　
　

兔
角

　
　

白
雨
や
川
音
迄
も
雨
宿
り　
　
　
　
　
　
　
雲
刕
今
津

丸
山

　
　

淋
し
さ
に
歯
ご
た
へ
の
有
添
水
哉　
　
　
　
　
　

其
英

　
　

川
水
の
眼
に
さ
へ
ぎ
る
や
初
紅
葉　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

待
宵
や
ま
た
る
ゝ
恋
は
よ
そ
の
闇　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

朝
霧
や
海
の
中
よ
り
摩
耶
の
鐘　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

凉
し
さ
や
行
つ
か
ぬ
間
の
苔
清
水　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

初
厂
や
空
に
墨
絵
の
松
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

雨
夕

　
　

山
寺
や
残
り
し
客
は
鹿
の
友　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英　

」（｢

十
」
オ
）

　
　

青
柳
や
雲
井
の
外
の
上
ヘ

童　
　
　
　
　
　
　
　

 

蝸
脱

　
　

松
の
月
逢
ふ
夜
惜
し
ま
ぬ
曇
か
な　
　
　
　
　
　

珵
〻

　
　

み
じ
か
夜
や
朝
日
の
し
め
す
石
燈
籠　
　
　
　
　

孤
鸞

　
　

岩
国
の
処
贔
屓
や
橋
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

山
吹
や
由
緒
の
残
る
長
者
跡　
　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

白
雲
の
名
も
是
程
や
桜
の
実　
　
　
　
　
　
雲
刕
井
尻

孤
鸞

　
　

焼
塩
の
む
か
し
慕
ふ
や
五
月
雨　
　
　
　
　
　
　

仙
菓

　
　

腐
り
た
る
艸
の
花
見
や
夜
の
橋　
　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

蝉
鳴
や
物
の
わ
び
し
き
古
戦
場　
　
　
　
　
　
　

仝

　
巻
軸

石
垣
の
時
代
蒔
絵
や
苔
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

其
英　

」（｢

十
」
ウ
）

　
　
　
　
　

右
額
面

　
　
　
　
　
　

元
之
巻

　
　

咲
ぬ
木
も
夢
の
栄
花
や
藤
の
花　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

昼
顔
や
い
か
に
も
花
の
男
伊
達　
　
　
　
　
　
　

春
紫

　
　

夕
立
や
空
に
宮
車
の
過
る
音　
　
　
　
　
　
　
　

青
蛙

　
　

吹
ぬ
日
は
噺
キ

溢
す
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

 

湖
眼

　
　

鹿
鳴
や
我
身
の
因
果
物
語
リ　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
雲

　
　

振
袖
に
欲
の
余
り
し
汐
干
哉　
　
　
　
　
　
　
　

碩
鼠

　
　

松
原
は
片
輪
車
の
日
傘
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

帰
帆　

」（｢

十
一
」
オ
）

　
　

窓
く
ゞ
る
嵐
の
骨
や
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山

　
　

何
某
も
読
メ

ぬ
梵
字
や
苔
の
華　
　
　
　
　
　
　
宇

里
夕

　
　

罌ケ

粟シ

咲
や
物
干
竿
も
女
コ

竹　
　
　
　
　
　
　
　

 

仝

　
　

眠
蔵
の
折
か
け
垣
や
枇
杷
の
花　
　
　
　
　
　
　

揚
鳥

　
　

鯱
に
惚
れ
て
切
レ

た
る
凧
の
尻　
　
　
　
　
　
　

 

金
蟻

　
　

入
月
の
一
村
早
し
山
若
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
朝

　
　

高
安
の
留
主
の
友
な
り
き
り
〴
〵
す　
　
　
　
　

春
紫

五
三

梅
々
園
英
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編
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八
景
も
一
ッ
に
皈
し
た
る
雪
見
哉　
　
　
　
　
　

青
風

　
　

瀧
坪
へ
飛
込
む
後
の
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

城
跡
の
無
念
を
握
る
蕨
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

」（｢

十
一
」
ウ
）

　
　

山
寺
や
落
葉
の
中
の
懸
り
舟　
　
　
　
　
　
　
　

春
歩

　
　

古
郷
の
雲
は
い
づ
れ
ぞ
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

昼
顔
や
し
ば
し
横
た
ふ
渡
し
舟　
　
　
　
　
　
　

里
英

　
　

澄
ム

や
月
狐
迷
わ
む
諏
訪
の
湖　
　
　
　
　
　
　

 

雨
夕

　
　

月
夜
に
も
懐
ロ

暗
き
芭
蕉
か
な　
　
　
　
　

 

伯
刕
米
子

柳
瀧

　
　

岩
の
鵜
の
水
へ
逃
る
ゝ
時
雨
哉　
　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

春
雨
や
咄
し
の
底
を
探
り
題　
　
　
　
　
　
　
　

其
英

　
　

川
舟
の
川
に
凍
テ

付
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

 

風
吟

　
　

梅
咲
や
日
の
堀
出
す
川
原
石　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

松
陰
へ
来
て
も
脂
あ
る
暑
か
な　
　
　
　
　
　
石
刕

吟
風　

」（｢

十
二
」
オ
）

　
　

垣
に
の
み
残
る
長
者
や
金
銀
花　
　
　
　
　
　

 
宇

里
夕

　
　

孫
を
見
に
行
枝
軽
し
梅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

湖
眼

　
　

衣
〴
〵
や
猶
余
り
あ
る
猫
の
恋　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

影
洗
ふ
月
の
器
や
鳰
の
湖　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蟻

　
　

日
の
絞
る
雪
を
乳
房
や
春
の
艸　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

昼
顔
や
水
を
尋
る
船
揚
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

雨
の
夜
の
月
の
雫
歟
飛
ぶ
螢　
　
　
　
　
　
　
　

隄
江

　
　

雉
子
鳴
や
水
に
点
頭
く
朝
の
月　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

日
の
艶
の
地
に
満
チ

渡
る
紅
葉
哉　
　
　
　
　
　

 

簾
雨

　
　

山
梔
で
さ
へ
花
咲
を
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　
　
雲
刕
松
江

椿
子　

」（｢

十
二
」
ウ
）

　
　

撞
脳
の
脱
拾
ふ
や
土
用
干　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
枝

　
　

裲
襠
を
脱
歟
星
合
の
桐
は
ら
り　
　
　
　
　
　
　

雨
夕

　
　

上
見
ぬ
を
己
歟
操
や
百
合
の
花　
　
　
　
　
　
　

其
英

　
　

裏
枯
や
水
に
声
あ
る
渡
し
舟　
　
　
　
　
　
雲
刕
布
部

芝
睡

　
　

五
月
雨
や
抜
ケ

道
を
知
る
池
の
魚　
　
　
　

 

伯
刕
米
子

魚
渕

　
　

若
葉
哉
月
夜
忘
れ
し
谷
の
庵　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

晩
鐘
の
春
を
移
せ
し
若
葉
哉　
　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

鋸
屑
と
見
な
す
蘇
鉄
の
霰
哉　
　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　

弓
取
の
心
だ
め
し
や
竹
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

寒
梅
や
雪
し
た
ゝ
か
に
杖
の
跡　
　
　
　
　
　
　

魚
文　

」（｢

十
三
」
オ
）

　
　

笋
や
畑
境
の
み
ほ
つ
く
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蟻

　
　

麦
蒔
の
□
も
枯
レ

た
り
一
時
雨　
　
　
　
　
　
　

 

椿
子

　
　

初
雪
や
柳
の
も
と
を
桜
狩　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
紫

　
　

苅
ル

人
と
し
ら
で
招
く
や
村
尾
花　
　
　
　
　
　

 

風
吟

　
　

下
馬
に
た
な
び
く
雲
や
藤
の
花　
　
　
　
　
　

 

宇

里
夕

　
　

月
に
咲
旭
に
散
や
三
つ
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

其
英

　
　

飛
ぶ
や
馬
繋
ぐ
木
も
な
し
花
の
山　
　
　
　
　
　

五
十
貫

　
　

神
垣
や
夜
昼
燃
す
梅
柘
榴　
　
　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

峨
景

　
　

岩
間
行
水
に
雲
無
キ

若
葉
哉　
　
　
　
　
　
　
　

 

春
潮

　
　

鼻
に
日
の
さ
し
入
ル

迄
ぞ
遠
雲
雀　
　
　
　
　
　

 

紅
羅　

」（｢

十
三
」
ウ
）

　
　

苅
て
又
雨
の
種
ま
く
し
ぐ
れ
哉　
　
　
　
　
　
　

歌
友

　
　

潔キ
ヨ
キの
は
初
日
清
キ

は
月
今
宵　
　
　
　
　
　
　
　

 

莪
水

　
　

御
代
の
風
実
に
も
五
日
の
幟
哉　
　
　
　
　
　
　

舎
鳳

　
　
　
　
　

亨
之
巻

　
　

置
霜
の
白
き
を
誉
よ
池
田
炭　
　
　
　
　
　
　
　

金
枝

　
　

星
痩
て
松
風
暗
し
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
夕

五
四
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園
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唐
崎
や
寝
ぬ
夢
惜
む
春
の
雨　
　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

玉
簾
の
内
の
ひ
か
り
や
入
梅
の
月　
　
　
　
　
　

仙
菓

　
　

火
灯
の
面
影
残
る
鹿
驚
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

委
白　

」（｢

十
四
」
オ
）

　
　

懸
て
干
せ
塩
馴
衣
花
樗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

在
し
世
を
抱
籠
に
問
ハ

ん
尼
が
肌　
　
　
　
　
　

 

仙
菓

　
　

妻
乞
ふ
や
我
恋
艸
は
も
し
ほ
艸　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

垢
抜
ケ

し
物
は
世
に
な
し
蓮
の
華　
　
　
　
　
　

 

孤
鸞

　
　

馬
の
背
に
柳
の
辷
ル

小
雨
か
な　
　
　
　
　
　
　

 

的
羊

　
　

煤
払
や
汚
れ
ぬ
も
の
は
鶏
の
声　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

時
雨
る
ゝ
や
昼
を
化
名
の
一
ッ
松　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

日
の
長
ケ

を
日
〻
に
見
せ
る
や
春
の
艸　
　
　
　

 

籟
亀

　
　

何
鳥
の
潜
る
簾
や
糸
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

撞
く
内
に
蛍
は
黒
し
暁
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
英　

」（｢

十
四
」
ウ
）

　
　

兼
言
の
浅
キ

契
り
や
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　

 
仙
菓

　
　

汐
待
の
欠
ビ

も
長
き
夜
明
哉　
　
　
　
　
　
　
　

 

兔
角

　
　

信
濃
路
の
雪
の
初
め
や
蕎
麦
の
花　
　
　
　
　
　

隄
江

　
　

萩
咲
や
隣
づ
（
濁
マ
マ
）か
ら
の
御
垣
守　
　
　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

起
て
見
よ
雪
の
初
瀬
の
暁
雲　
　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

水
上
の
風
を
し
ら
せ
し
落
葉
哉　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

遁
れ
た
る
枕
折
よ
し
時
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
風

　
　

凉
し
さ
や
唐
を
隣
の
浜
屋
敷　
　
　
　
　
　
　
　

簾
雨

　
　

終
に
雨
知
ら
ぬ
葉
も
あ
る
芭
蕉
哉　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

花
梨
子
や
雨
夜
に
月
の
別
世
界　
　
　
　
　
　
　

仝　

」（｢

十
五
」
オ
）

　
　

初
霜
や
踏
馴
レ

た
地
も
旅
心　
　
　
　
　
　
　
　

 

兔
角

　
　

飛
雲
に
踏
扖
さ
る
ゝ
菓
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

青
風

　
　

星
合
や
し
木
〻
の
あ
ら
し
を
机　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

凉
し
さ
や
月
の
枕
の
潦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
蛙

　
　

舟
長
サ

の
月
酌
分
ル

夜
寒
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

空
寒
し
浪
の
崩
る
ゝ
浮
寐
鳥　
　
　
　
　
　
雲
刕
布
部

玉
水

　
　

若
艸
に
雨
の
色
見
る
野
守
哉　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

更
科
の
月
は
隙
な
り
落
し
水　
　
　
　
　
　

 

仝
安
田

里
風

　
　

水
絶
て
牛
追
戻
す
暑
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

一
頻
リ

闇
の
雫
や
磯
千
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

仙
菓　

」（｢

十
五
」
ウ
）

　
　

山
は
覚
メ

人
は
う
つ
ゝ
や
春
の
雨　
　
　
　
　
　

 

里
英

　
　

葉
の
錦
水
の
着
て
行
寒
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
文

　
　

道
間
へ
ば
風
の
う
な
づ
く
鹿
驚
哉　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

木
が
ら
し
や
池
に
際
だ
つ
松
の
色　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

桃
燈
も
消
へ
て
拾
ふ
や
雨
後
の
月　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

日
に
眠
る
松
の
鼾
歟
蝉
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

日
の
知
ら
ぬ
花
も
凉
し
や
在
所
寺　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

露
を
積
む
舟
は
一
葉
や
朝
朗　
　
　
　
　
　
雲
刕
赤
坂

嵐
山

　
　

古
寺
や
世
を
か
ら
び
た
る
枝
の
月　
　
　
　
　
　

其
英

　
　

名
月
や
落
散
る
文
の
恥
か
し
き　
　
　
　
　
　
　

里
風　

」（｢

十
六
」
オ
）

　
　

沖
の
燈
は
木
の
間
の
月
歟
霧
の
海　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

蘭
の
香
や
ひ
そ
か
に
忍
ぶ
窓
の
月　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

桂
男
の
言
問
ふ
露
の
艸
葉
か
な　
　
　
　
　
　
　

花
暁

　
　

水
鳥
の
遊
び
に
近
き
田
植
哉　
　
　
　
　
　
　
　

孤
鸞

　
　

菜
の
花
や
村
の
富
貴
は
い
わ
ぬ
色　
　
　
　
　
　

舎
鳳

　
　

古
寺
の
窓
の
風
守
る
は
せ
を
哉　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

月
凉
し
波
を
枕
に
か
け
造
リ　
　
　
　
　
　

 

雲
刕
松
江

靏
子

五
五

梅
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編
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朝
顔
や
傾
城
町
の
寝
静
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

漣
に
小
〻
波
画
く
千
鳥
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

峩
水

　
　

昼
顔
や
星
の
溢
る
ゝ
川
原
道　
　
　
　
　
　
　
　

柳
蛙　

」（｢

十
六
」
ウ
）

　
　

初
雪
や
麓
は
い
ま
だ
雨
の
音　
　
　
　
　
　
　
　

魚
文

　
　

し
ぐ
る
ゝ
や
後
は
月
の
鏡
山　
　
　
　
　
　
　
　

花
暁

　
　

木
が
ら
し
や
月
の
宿
リ

し
瀧
見
堂　
　
　
　
　
　

 

里
英

　
　

寝
る
舟
へ
通
ふ
蛍
の
雪
吹
か
な　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　

菊
咲
や
田
舎
訛
リ

の
客
も
有
リ　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

梅
咲
や
旭
の
洗
ふ
雑
煮
椀　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

葉
柳
や
月
の
そ
れ
た
る
谷
の
庵　
　
　
　
　
　
　

孤
鸞

　
　

暗
が
り
の
峠
偽
る
蛍
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

夕
照
の
池
に
残
り
し
真
萩
哉　
　
　
　
　
　
　
　

松
風

　
　

又
六
が
杉
の
青
さ
よ
梅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

金
蟻　

」（｢

十
七
」
オ
）

　
　
　
　

利
之
巻

　
　

一
山
の
昼
寝
初
め
や
蝉
の
声　
　
　
　
　
　
　

 

松

芦
笛

　
　

空
に
な
き
窓
の
曇
や
今
年
竹　
　
　
　
　
　
　
　

里
風

　
　

一
日
の
隠
家
と
な
る
芭
蕉
哉　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

鴬
よ
な
ぜ
来
て
鳴
ぬ
後
の
雛　
　
　
　
　
　
　
　

籟
之

　
　

名
月
や
留
主
守
斗
リ

雨
の
夕
レ　
　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

白
菊
や
是
も
机
の
雪
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

籟
之

　
　

名
月
や
小
暗
き
声
は
塔
の
鳩　
　
　
　
　
　
　
　

峨
景

　
　

空
蝉
の
擣
タ

て
秋
去
リ

衣
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

せ
め
機
に
日
を
継
ギ

足
す
や
花
卯
木　
　
　
　
　

 

帰
帆　

」（｢

十
七
」
ウ
）

　
　

昇
る
日
に
消
へ
ぬ
雪
あ
り
蕎
麦
の
花　
　
　
　
　

柳
蛙

　
　

城
跡
の
む
か
し
忍
ぶ
や
か
ん
こ
鳥　
　
　
　
　
　

兔
角

　
　

青
柳
や
青
き
を
己
歟
唐
衣　
　
　
　
　
　

 

伯
刕
法
勝
寺

旧
蟻

　
　

枯
柳
さ
そ
ふ
水
待
ツ

姿
か
な　
　
　
　
　
　

 

仝
御
来
屋

梅
山
人

　
　

孤
家
の
朝
寝
を
か
く
す
若
葉
哉　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

瀬
田
の
名
を
東
へ
奪
ふ
紅
葉
か
な　
　
　
　
　
　

楓
里

　
　

凉
し
さ
や
舟
に
は
人
の
う
き
寐
鳥　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

夕
顔
や
姥
が
手
際
の
藁
庇　
　
　
　
　
　

 

伯
刕
法
勝
寺

文
虹

　
　

馬
で
来
る
人
を
笑
ふ
や
雪
の
梅　
　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

凩
や
一
重
高
き
峯
の
塔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰
帆　

」（｢

十
八
」
オ
）

　
　

口
解
ケ

ぬ
風
の
袋
歟
雲
の
峯　
　
　
　
　
　
　
　

 

嵐
水

　
　

か
ら
堀
へ
身
を
浮
橋
の
凉
か
な　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

名
月
や
嵯
峨
よ
り
嵯
峨
の
旅
衣　
　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

香
の
図
の
煙
る
雪
解
や
園
の
梅　
　
　
　
　
　
　

如
舟

　
　

音
も
無
く
香
に
知
ら
る
ゝ
や
蘭
の
花　
　
　
　
　

委
白

　
　

鶴
亀
の
声
射
場
に
あ
り
春
の
雨　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

倭
雞

　
　

施
花
や
浜
辺
は
昼
の
天
の
川　
　
　
　
　
　
　
　

風
吟

　
　

東
雲
の
朱ア
ケ

を
奪
ふ
や
初
茄
子　
　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

渭
北

　
　

雨
の
日
も
声
は
曇
ら
ぬ
田
植
哉　
　
　
　
　
雲
刕
布
部

芝
睡

　
　

解
キ

捨
る
も
の
ゝ
手
本
や
笹
粽　
　
　
　
　
　
　

 

兔
角　

」（｢

十
八
」
ウ
）

　
　

転
寝
の
己
を
叱
る
夜
寒
か
な　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

似
教

　
　

欵
冬
や
川
は
名
に
ふ
る
寺
の
跡　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

凉
し
さ
や
風
漉
直
す
浜
の
月　
　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

帆
柱
の
力
見
へ
け
り
初
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　

深
艸

　
　

鴬
と
二
人
家
内
や
梅
の
庵　
　
　
　
　
　
　
　

 

松

芦
笛

　
　

春
雨
や
木
食
寺
の
昼
の
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

兔
角

　
　

雨
暫
し
知
ら
ぬ
鳥
あ
り
若
楓　
　
　
　
　
　
　

 

安

里
夕

五
六

梅
々
園
英
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編
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雲
に
入
ル

鳥
地
に
も
入
る
潦　
　
　
　
　
　
　
　

 

春
瓜

　
　

葛
水
や
茶
碗
の
内
も
雲
の
峯　
　
　
　
　
　
雲
刕
松
江

芦
笛

　
　

我
と
我
魂
に
追
は
る
ゝ
枯
野
哉　
　
　
　
　
　
　

金
蟻　

」（｢

十
九
」
オ
）

　
　

朱
を
含
む
み
な
古
筆
の
木
の
芽
哉　
　
　
　
　
　

井
蛙

　
　

凉
し
さ
や
魚
の
貫
く
人
の
陰　
　
　
　
　
　
　
　

冬
英

　
　

初
厂
の
哀
を
溢
す
雨
夜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

安
水

　
　

献
立
の
具
に
書
込
し
鵜
舟
か
な　
　
　
　

 

伯
刕
法
勝
寺

蝸
牛

　
　

野
鴉
の
声
人
馴
て
む
め
の
華　
　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

火
を
帯
て
水
に
親
し
き
蛍
哉　
　
　
　
　
　
　
　

峩
水

　
　

左
迁
の
枕
濡
す
や
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

漁
陽

　
　

花
罌
粟
の
虹
立
上
や
夕
煙　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

一
燈
の
誓
ひ
見
へ
鳧
薮
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　

安
水

　
　

鳴
や
蝉
日
和
の
中
の
時
雨
哉　
　
　
　
　
　
　
　

委
白　

」（｢

十
九
」
ウ
）

　
　

浪
か
れ
て
狐
の
渉
る
寒
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　

籟
亀

　
　

蝉
鳴
や
此
森
陰
の
捨
火
縄　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

明
日
あ
り
と
思
ふ
気
は
無
し
花
の
山　
　
　
　
　

冬
英

　
　

干
魚
の
魚
に
戻
る
や
五
月
雨　
　
　
　
　
　
伯
刕
米
子

臨
志

　
　

遠
騎
の
鞖シ
ホ
デに
乗
る
や
花
の
兄　
　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

船
方
の
嚔
に
馴
る
ゝ
鵆
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

石
羊

　
　

名
月
や
朝
日
を
乗
セ

て
戻
り
舟　
　
　
　
　
　
　

 

孤
鸞

　
　

雉
子
鳴
や
障
子
を
洩
る
岸
の
風　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

星
清
く
四
方
に
声
あ
り
樹
〻
の
秋　
　
　
　
　
　

簾
雨

　
　

手
枕
に
初
て
凉
し
海
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
羊　

」（｢

二
十
」
オ
）

　
　

春
雨
や
泌
る
茶
釡
の
ひ
と
り
言　
　
　
　
　
　

 

松

芦
笛

　
　

五
月
雨
や
蟻
の
産
る
ゝ
砂
糖
壺　
　
　
　
　
　
　

仙
菓

　
　
　
　
　

貞
之
巻

　
　

梅
咲
や
旭
の
作
る
錦
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
白

　
　

冬
枯
や
鷲
の
見
扖
す
麓
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
水

　
　

岩
に
浪
月
の
花
散
る
凉
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
瓜

　
　

水
底
に
雨
を
溢
す
や
蝉
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮

　
　

爐
の
炭
の
香
も
物
深
し
嵯
峨
の
庵　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

月
を
花
に
封
じ
返
す
や
厂
の
文　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱　

」（｢

二
十
」
ウ
）

　
　

水
底
に
動
く
岨
あ
り
雉
子
の
声　
　
　
　
　
　
　

井
蛙

　
　

青
嗅
き
飯
盛
る
宿
や
杜
宇　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
淮

　
　

名
月
や
算
ミ

覚
へ
た
る
橋
の
板　
　
　
　
　
　
　

 

椿
子

　
　

幻
や
霞
の
底
の
川
け
ぶ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
蛙

　
　

う
き
し
ら
ぬ
左
迁
舟
や
夕
凉　
　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

時
雨
る
や
摩
耶
へ
逃
る
ゝ
夕
附
日　
　
　
　
　
　

珵
々

　
　

名
月
や
井
筒
は
闇
の
有
リ

処　
　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山

　
　

鹿
鳴
や
ま
だ
（
濁
マ
マ
）夜
の
残
る
神
の
森　
　
　
　
　
　
　

簾
雨

　
　

初
花
や
い
ぶ
せ
き
軒
の
飾
リ

馬　
　
　
　
　
　
　

 

仝

　
　

音
の
無
キ

波
打
際
や
若
葉
寺　
　
　
　
　
　
　
　

 

的
羊　

」（｢

二
十
一
」
オ
）

　
　

古
郷
の
便
り
も
近
し
梅
の
花　
　
　
　
　
　
雲
刕
大
塚

里
慶

　
　

睦
言
を
鳴
き
破
る
明
の
雉
子
哉　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

親
の
恩
過
去
に
残
る
や
燕
の
巣　
　
　
　
　
　
　

帰
帆

　
　

探
り
得
し
秋
の
性
根
や
小
夜
碪　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　

吹
れ
て
も
散
ら
ぬ
を
花
の
柳
哉　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱

　
　

己
が
影
声
に
隠
る
ゝ
雲
雀
か
な　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　

藤
波
や
人
を
浮
藻
の
寺
の
庭　
　
　
　
　
　
　
　

魚
文

　
　

朝
霧
や
海
の
底
行
水
の
音　
　
　
　
　
　
　

 

伯
刕
境

画
羊

五
七

梅
々
園
英
千
編
『
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帽
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若
竹
や
日
〻
に
隠
る
ゝ
捨
草
鞋　
　
　
　
　
　
　

楓
里

　
　

春
雨
や
目
に
見
ぬ
雪
の
大
井
川　
　
　
　
　
　
　

蝸
脱　

」（｢

二
十
一
」
ウ
）

　
　

寝
過
し
を
雲
か
ら
起
す
雲
雀
哉　
　
　
　
　
　
　

魚
文

　
　

楳
咲
や
東
マ

か
ら
げ
も
京
遁
れ　
　
　
　
　
　
　

 

雨
夕

　
　

朝
風
の
歯
茎
を
見
せ
る
野
梅
哉　
　
　
　
　
　
　

其
垣

　
　

鹿
鳴
や
幽
に
更
る
祠
の
灯　
　
　
　
　
　
　
　
　

簾
雨

　
　

主
の
あ
る
捨
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舟
か
な
夕
凉　
　
　
　
　
　
　
　

楓
里

　
　

雲
と
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醒
ぬ
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和
や
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の
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独
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里
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又
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冬
英

　
　

蝉
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や
屢
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の
音　
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山
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ス
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や
世
界
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を
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遊テ
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迷
ひ
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簾
雨

　
　

卯
の
花
や
ま
だ
宵
な
が
ら
朝
朗　
　
　
　
　
　
　

的
羊

　
　

凉
し
さ
や
一
木
を
洩
る
ゝ
海
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紫

　
　

夜
嵐
の
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戻
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碪
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
潮
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ゲ
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岑
の
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あ
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大
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鹿
鳴
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て
火
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ふ
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芦
淮

　
　

鴬
の
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来
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や
年
の
関　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

柳
瀧

　
　

白
魚
や
水
の
底
に
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山
か
づ
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的
羊

　
　

星
の
寝
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あ
る
真
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清
仙

　
　

卯
の
花
や
ま
だ
夜
深
キ

に
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鴉　
　
　
　
　
　
　

 

渭
北

　
　

是
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花
あ
ら
ば
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か
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籟
亀

　
　

水
仙
や
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な
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窓
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春
潮
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時
な
る
哉
。
滑
稽
の
さ
か
り
盛
ん
な
る
八
隅
の
外
ま
で
も
普

く
睦
び
、
呉
越
も
皆
兄
弟
な
る
を
や
。
晋
子
に
祝
鮠
が
佞
な

く
、
諸
句
す
ら
兄
弟
の
因
み
を
な
せ
り
。
さ
れ
ば
此
比
几
辺

に
遊
婦
友
ど
ち
志
を
あ
は
せ
て
一
ッ
の
願
を
起
し
、
遠
き
国

〻
近
き
わ
た
り
の
雪
月
花
鳥
の
唫
詠
を
勧
進
し
て
予
に
贏
輪

を
訂
さ
せ
、
国
に
名
だ
ゝ
る
大
悲
の
」（｢

二
十
四
」
オ
）
宝

閣
へ
捧
奉
り
、
猶
〳
〵
余
ん
の
佳
詠
を
と
も
に
一
小
冊
と

な
し
て
桜
木
に
咲
せ
、
言
花
の
匂
ひ
を
深
く
せ
む
と
責
ら

る
。
や
を
ら
予

が
魯
鈍
宋
野
に
株
を
守
の
属
ひ
、
何
が
な
に

は
の
よ
し
あ
し
を
分
ち
て
ん
や
と
固
辞
す
れ
ど
も
、
許
れ
ね
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ば
、
出
が
た
く
て
心
の
及
ぶ
と
こ
ろ
の
金
玉
を
拾
ひ
、
是
な

ん
八
千
坊
の
翁
に
」（｢

二
十
四
」
ウ
）
告
て
序
を
需
む
。
そ

の
烏
帽
子
親
の
名
の
み
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
悦
び
あ
り
や

〳
〵
、
山
猿
の
三
番
叟
、
め
つ
た
舌
つ
ゞ
み
を
鳴
ら
し
て
、

し
り
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に
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つ
ら
の
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キ
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。
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裏
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紙
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本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
基
礎

研
究
と
公
開
方
法
の
開
発
に
関
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る
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
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二
〇
二
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〜
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〇
二
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年
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、
代
表
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雄
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費
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盤
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究
（C

）22K
00327

の
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究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Baibaien Eisen ed, “Eboshioya” : 
reprint and introduction

ITO Yhoshitaka
（Rissho University）

〔 A b s t r a c t 〕

　“Eboshioya” is edited by Baibaien Eisen. Eisen is presumed to had been a disciple of 
Hassenbo Ihaku, a haikai poet in Osaka. Eisen is a very important haikai poet in Izumo area.

Keywords: Haikai, Hassenbo Ihaku, “Eboshioya”, Baibaien Eisen, Zuikozan Kiyomizudera
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